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前近代の皇位継承 20191109(Sat)

国際日本文化研究センター 倉本 一宏

略系図（欽明以前は記紀による）

天照大神 天忍穂耳尊 瓊瓊杵尊 火折尊 鸕鶿草葺不合尊

神武 綏靖 安寧 懿徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化 崇神

（数字は崇神以降の即位順<欽明以前は記紀による>)

崇神 垂仁 景行 日本武尊 仲哀 応神 仁徳 履中 ○ 仁賢 武烈
① ② ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑮ ⑯

成務 反正 顕宗
④ ⑨ ⑭

允恭 安康
⑩ ⑪

雄略 清寧
⑫ ⑬

○ ○ ○ ○ 継体 安閑
⑰ ⑱

宣化
⑲

欽明
⑳

敏達 ○ 舒明 天智 ○ 光仁 桓武 平城
㉑ ㉕ ㉙ ㊴ ㊵ ㊶

用明 持統 嵯峨 仁明 文徳 清和 陽成
㉒ ㉛ ㊷ ㊹ ㊺ ㊻ ㊼

推古 元明 淳和 光孝 宇多 醍醐 朱雀
㉔ ㉝ ㊸ ㊽ ㊾ ㊿ 51

崇峻 天武 ○ 文武 聖武 孝謙・称徳 村上
㉓ ㉚ ㉜ ㉟ ㊱ ㊳ 52

元正
㉞

○ 孝徳 ○ 淳仁
㉗ ㊲

皇極・斉明
㉖ ㉘

冷泉 花山
53 55

三条
57

円融 一条 後一条
54 56 58

後朱雀 後冷泉
59 60

後三条 白河 堀河 鳥羽 崇徳
61 62 63 64 65

近衛
66

後白河 二条 六条
67 68 69

高倉 安徳
70 71

後鳥羽─→
72
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日本君主号をめぐって

儀制令・天子条

天子<祭祀所称。>。 天皇<詔書所称。>。 皇帝<華夷所称。>。 陛下<上表所称。>。

太上天皇<譲位帝所称。>。 乗輿<服御所称。>。 車駕<行幸所称。>。

千葉県稲荷台１号墳（五世紀中葉築造）出土鉄剣銘

王賜□□敬□（安）

熊本県江田船山古墳（五世紀後半築造）出土大刀銘出土大刀銘

治天下獲□□□鹵大王世、･･･

埼玉県稲荷山古墳（五世紀後半築造）出土鉄剣銘 辛亥年（四七一）

獲加多支鹵大王寺、在斯鬼宮時、･･･

『隋書』東夷伝倭国条（六〇〇年）

開皇二十年、倭王姓阿毎、字多利思比孤、号阿輩鷄弥、･･･

倭王以天為兄、以日為弟、･･･

『隋書』東夷伝倭国条（六〇七年）

其王多利思比孤、遣使朝貢、･･･

日出処天子、書致日没処天子、恙無、云云、･･･

飛鳥池遺跡（奈良県明日香村）飛鳥藤原第 84 次調査（一九九七）出土木簡

丁丑年（六七七）．庚午年（六七〇）．丙子（六七六）

天皇聚（露）弘寅

公式令・詔書式条

詔書式

明神御宇日本天皇詔旨云云。咸聞。

（ 明 神と 御 宇 らす日本の天皇が詔 旨らまと 云 云 。 咸 くに聞きたまへ。）
あらみかみ あめのしたし ひのもと す べ ら おほむごと そのことそのこと ことごと

『唐丞相曲江張先生文集」巻七所収「勅日本国王書」（七三六）

勅日本国王主明楽美御徳、･･･

『令義解』儀制令・天子条

天子<祭祀所称。>。謂、･･･仮如、皇御孫命、及須明楽美御徳之類也。

「天王」号の可能性について
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皇位（大王位）継承について

・大王家（天皇家）といった皇位（大王位）を継承する血縁集団の形成は、六世紀前半

継体または欽明から

・自動的に皇位を継承する皇太子制の成立は七世紀末

珂瑠（軽）王（後の文武天皇）から

・生前譲位の開始は七世紀末

持統天皇から

・太上天皇制の創始

持統太上天皇から

１．大和盆地の有力者集団の持ちまわりによる王位継承

盟主墳の変遷 オオヤマト古墳群⇒佐紀古墳群⇒古市古墳群（⇒）百舌鳥古墳群

２．畿内有力豪族（マヘツキミ層）の推戴による大王位継承

前大王死去→殯→次期大王決定→諡号奉呈・古墳後円部に埋葬・前方部で即位儀礼

３．大王家内部における自律的大王位継承（「不改の常典」）

天智→天武→持統→文武

４．太上天皇＋天皇による王権

持統太上天皇＋文武天皇・元明太上天皇＋元正天皇・元正太上天皇＋聖武天皇…

５．次期皇太子（東宮）選定をめぐる争い

承和の変・安和の変・敦明親王遜位事件……

６．幼帝の出現 摂政による天皇大権大行

７．院政という王権のかたち

「治天の君」をめぐる争い

８．幕府権力の介入 承久の乱以後

９．「日本国王源道義」 公武を合体させた王権

10．京都を離れられない王権 応仁の乱後の戦国時代

11．「見えない王」としての天皇



- 4 -

付 冊封と天皇

ex;冊封【さくほう】 『岩波日本史辞典』

冊立封爵のことで,中国王朝の皇帝が国内の貴族や功臣に王・公・侯などの爵位と封地を賜与す
さくりつほうしゃく こうてい こうしん しゃくい ほう ち

る行為をいう。

・１世紀 倭奴国（ワノナコク／イトコク／ワドコク） 北部九州の農業共同体盟主

・３世紀 邪馬台国（ヤマトコク） 北部九州の地域連合の宗教的盟主

・５世紀 倭の五王 倭王権の盟主

・１４世紀 遣明使 室町幕府の宗主

・１５世紀－１９世紀 琉球国

現在の天皇家に繋がる王統が王権の盟主となるのは、六世紀初頭

日本国が成立するのは、七世紀末－八世紀初頭

古代の日本国は、中国王朝から一度も冊封を受けたことはない。

遣隋使（朝貢関係） ７世紀初頭－７世紀前半

遣唐使（朝貢関係） ７世紀前半－９世紀前半

遣宋船（民間交易） １０世紀－１２世紀

中国の冊封要求を拒否した事例

遣隋使と飛鳥の王権

遣唐使と律令国家

宋と王朝貴族

元と鎌倉幕府

明と豊臣秀吉

「東夷の小帝国」

日本（倭国）は中華帝国よりは下位だが、朝鮮諸国よりは上位に位置する小帝国である

日本の天皇は、中国の皇帝から冊封を受けない独立した君主である

「小中華」

中国に近い朝鮮諸国は、辺境の島国である日本よりも上位にある

朝鮮諸国の国王は、中国の皇帝からきちんと冊封を受けた君主である


